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二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岐

阜
県
庁
並
び
に
下
呂
市
役
所
及
び
七
宗
町
役
場
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
一
年
八
月
三
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

石
破

茂

一

保
安
林
の
所
在
場
所

岐
阜
県
瑞
浪
市
日
吉
町
字
西

山
一
五
二
八
の
三
二
、
高
山
市
国
府
町
蓑
輪
字
西
大
洞

六
二
五
の
一
、
六
二
五
の
二
、
六
二
九
、
六
三
〇
、
字

東
大
洞
七
一
六
の
六
、
七
一
六
の
七
、
高
根
町
中
洞
字

日
影
ド
ン
ビ
キ
九
二
七
の
一
一
、字
下
根
九
三
四
の
四
、

石
浦
町
三
七
九
〇
の
三
、
三
七
九
一
の
一
、
三
七
九
一

の
二
、
漆
垣
内
町
一
八
五
三
の
一
、
一
八
五
三
の
二
、

丹
生
川
町
新
張
字
コ
ウ
ド
洞
二
二
二
一
、
片
野
町
五
丁

目
五
九
一
、
八
九
二
か
ら
八
九
四
ま
で
、
清
見
町
池
本

字
鬼
淵
平
一
七
〇
八
の
五
、
一
七
〇
八
の
八
、
一
七
〇

八
の
一
一
、
一
七
〇
八
の
四
九
、
一
七
〇
八
の
五
〇

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岐

阜
県
庁
及
び
関
係
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
一
年
八
月
三
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

石
破

茂

一

保
安
林
の
所
在
場
所

岐
阜
県
加
茂
郡
七
宗
町
神
渕

字
樋
之
元
九
三
六
七
の
五
、
九
三
七
〇
の
一
、
九
三
七

二
、
九
三
七
三
、
字
上
段
九
五
二
〇
の
一

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

樋
之
元
九
三
六
七
の
五
・
九
三
七
〇
の
一
・

九
三
七
二
・
九
三
七
三
・
字
上
段
九
五
二
〇
の
一

（
以
上
五
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岐
阜
県
庁
及
び
七
宗
町
役
場
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
一
年
八
月
三
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

石
破

茂

一

保
安
林
の
所
在
場
所

岐
阜
県
下
呂
市
火
打
字
鈴
ケ

洞
九
四
〇
、
九
四
二
、
九
四
四
か
ら
九
四
九
ま
で
、
九

五
一
か
ら
九
五
三
ま
で
、
九
七
七
の
二
か
ら
九
七
七
の

五
ま
で
、
九
七
七
の
七
、
九
七
八
の
一
か
ら
九
七
八
の

四
ま
で
、
字
桑
原
九
九
五
、
九
九
六
、
一
〇
〇
五
の
一

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

鈴
ケ
洞
九
七
八
の
一
、
字
桑
原
九
九
五
、
九

九
六
、
一
〇
〇
五
の
一

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岐

阜
県
庁
及
び
下
呂
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
一
年
八
月
三
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

石
破

茂

一

保
安
林
の
所
在
場
所

岐
阜
県
関
市
中
之
保
字
中
平

三
七
〇
の
一
、
三
七
六
、
三
七
七
、
三
七
八
の
一
、
字

薄
井
野
四
二
七
、
四
二
八
、
上
之
保
字
小
屋
ケ
洞
二
四

八
五
〇
の
一
、
字
カ
ギ
山
二
四
八
七
五
、
二
四
八
七
六

の
二

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岐

阜
県
庁
及
び
関
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
特
許
庁
告
示
第
十
三
号

特
許
協
力
条
約
に
基
づ
く
国
際
出
願
等
に
関
す
る
法
律

施
行
規
則（
昭
和
五
十
三
年
通
商
産
業
省
令
第
三
十
四
号
）

第
七
十
八
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
き
、
昭
和
六
十
年
九
月

二
十
一
日
特
許
庁
告
示
第
二
号
（
特
許
庁
以
外
の
国
際
調

査
機
関
に
対
す
る
手
数
料
の
納
付
の
た
め
の
口
座
及
び
調

査
手
数
料
の
金
額
に
相
当
す
る
本
邦
通
貨
の
金
額
を
定
め

る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
一
年
八
月
三
十
一
日

特
許
庁
長
官

細
野

哲
弘

第
二
号
中
「
二
十
一
万
二
千
六
百
円
」
を
「
二
十
二
万

五
千
七
百
円
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

２

こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
は
、
こ
の
告
示
の

施
行
の
日
以
後
に
特
許
庁
が
受
理
す
る
国
際
出
願
に
係

る
手
数
料
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
特
許
庁
が
受

理
し
た
国
際
出
願
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
九
百
六
十
六
号

道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
七
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
一
年

八
月
十
日
次
の
と
お
り
自
動
車
を
そ
の
型
式
に
つ
い
て
指
定
し
た
。

平
成
二
十
一
年
八
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

一
義

指
定
番
号

車
名
及
び
型
式

製
作
者
等
の
名
称

製
作
者
等
の
住
所

1
6
3
3
6

ニ
ッ
サ
ン

Ｃ
Ｂ

Ａ
`
Ｈ
Ｚ
3
4

日
産
自
動
車
株
式
会
社

神
奈
川
県
横
浜
市
神
奈
川
区
宝
町
２
番
地

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
九
百
六
十
七
号

道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
七
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十

一
年
六
月
十
七
日
次
の
と
お
り
自
動
車
の
装
置
を
そ
の
型
式
に
つ
い
て
指
定
し
た
。

平
成
二
十
一
年
八
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

一
義

型
式
指
定
番
号

特
定
装
置
の
種
類
、
名
称

及
び
型
式

特
定
装
置
を
取
り
付
け
る
こ

と
が
で
き
る
自
動
車
の
範
囲

（
車
名
及
び
型
式
）

製
作
者
等
の
氏
名
又
は
名
称

及
び
住
所

V 自
Ｇ
`
2
0
7
8

一
酸
化
炭
素
等
発
散
防
止
装

置
マ
ツ
ダ
Ｍ
Ａ
`
Ｃ
Ｃ

Ｌ
Ｆ
`
Ｄ
Ｂ
Ａ
３

マ
ツ
ダ
Ｄ
Ｂ
Ａ
`
Ｃ
Ｃ
Ｅ

Ａ
Ｗ

マ
ツ
ダ
株
式
会
社
広
島
県
安
芸

郡
府
中
町
新
地
３
番
１
号
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